
 

 

 

                     

令和７年度 （  言語文化  ）  シラバス 

教  科 国語 科  目 言語文化 

単 位 数 ３ 学  年 １ 類  型 共通 

教 科 書 
高等学校 言語文化 

（数研出版） 
副教材 体系古典文法（数研出版）等 

学習目標 

・生涯に渡る社会生活に必要な国語の知識・技能を身に付け、我が国の言語文化に対

する理解を深めることができるようにし、論理的に考える力や、深く共感し豊かに想

像する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げ深めることができるようにする。 

 

授業計画 

 学習内容 学習のねらい 

1学期 

 

「宇治拾遺物語」 

「徒然草」 

「漢文入門」 

「朝三暮四」 

「短歌」「俳句」 

・基本的な文語のきまりを修得し、説話や随筆の内容

を正しく捉えることができるようにする。 

・漢文を読むための基本的な知識を身につけ、中国の

歴史・文化について理解できるようにする。 

・短歌や俳句の基礎的な知識を学び、韻文に親しみ、

鑑賞を深められるようにする。 

2学期 

「伊勢物語」「大和物語」 

「土佐日記」 

「万葉集」「古今和歌集」 

「管鮑之交」「先従隗始」 

「漢詩」 

 

・古典文法や古語を修得し、物語・紀行文・和歌など様々

なジャンルの文章に触れることで、それぞれの内容や

構成、展開などを正確に理解し、当時の考え方を理解

できるようにする。 

・漢文の句法や語句を修得した上で、中国の作品や文

章の歴史的・文化的背景などの理解を深められるよ

うにする。 

3学期 

「平家物語」 

「おくの細道」 

「論語」「雑説」 

・軍記物語・俳諧紀行文を読み、特有の表現を知るとと

もに、当時の人々の考え方を理解することができるよ

うにする。 

・孔子の思想を理解するとともに、日本への影響を考え

ることができるようにし、論説文を読解した上で、寓

愈による論理構成の巧みさや作者の心情を理解でき

るようにする。 

 

評価の観点及び内容、評価方法 

評価の観点及び内容 評価方法 

知識・技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識

や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文

化に対する理解を深めることができるように

している。 

・定期考査 

・確認テスト 

思考・判断・表現  論理的に考える力や深く共感したり豊かに

想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの

中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げ深めることができるようにしている。 

・定期考査 

・確認テスト 

・発表内容等 

 

主体的に学習に

取り組む態度 

 言葉を通じて積極的に他者や社会に関わっ

たり、思いや考えを広げたり深めたりしながら

ら、言葉がもつ価値への認識を深めようとして

いる。 

・授業に取り組む態度 

・授業中の発言 

・ノートや課題等における記述 

・自己評価 



 

 

 


